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2007 年 3 月期個別決算における事業構造改善特別損失の計上取り止めについて 

 

  株式会社日立製作所は、2006 年 9 月中間期の個別決算において、特別損失として、業績が悪化

した関係会社への貸付金に対する貸倒引当金 64,845 百万円を事業構造改善特別損失として計上

しました。しかし、その後の新たな事業展開推進のため、2007 年 3 月 28 日に、北米での事業構

造と事業統括機能を強化し、今後の戦略的な事業投資を実施していくことを目的とした当該関係

会社への資本増強を図ったことにより、2007 年 3 月期の個別決算においては、当該事業構造改善

特別損失は計上しない予定です。 

 なお、2007 年 3 月 16 日に公表した 2007 年 3 月期の個別決算の業績の見通しについては、変更

はありません。 
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